
轍
一
水
難
事
故
に
気
を
つ
け
て
も
ら

一て
水
中
で
は
重
く
て
動
き
に
く

一
お
う
と
、
香
川
県
の
小
豆
島
海

一い
こ
と
を
確
認
し
た
り
、
ペ
ッ

:
一
上
保
安
署

(岡
周
史
署
長
)
は
一ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
も
身
体
が
浮

制
-
口
日
、
岡
県
土
庄
町
立
土
庄
小

一く
こ
と
や
正
し
い
ラ
イ
フ
ジ
ャ

一学
校
で
安
全
講
習
会
を
開
い

一ケ
ッ
ト
の
つ
け
方
な
ど
を
学
ん

一た
。

一

だ
。

食
一
海
や
川
で
の
万
が
一
の
事
故

一
f
河
合
亮
太
君
(
叩
)
は
「
あ
ま

一に
備
え
て
、
署
員
9
人
が
5
年
一り
泳
げ
な
い
の
で
友
だ
ち
と
一

一
生
羽
人
を
対
象
に
有
効
な
救
助

一緒
に
海
に
行
く
よ
う
に
し
た

一
方
法
な
ど
を
指
導
。
児
童
ら
は

一い
」
と
話
し
て
い
た
。

i飯伊J7露出玉誉 o 
山 口口回川

O O 55戦茎回
00 0 0 ~=齢
00 n n ~二‘

(h  h I R毛り言手 三
誓HX61回YY45 弓
竿AAO 2了長苦 手国土00.u  u 7 
00官進

) 36 め

伊新 松 新内八東

予 霊童員福田子襲予
属 O 工 02害 20 11 
01O  O蓄 20 00 
n Q O O車 00 40 

U 5 23き宍31宍23
1え 00 回旦立回位三
三ご 20 コ111コ133
51 O A L l ~;!;; XO )レ ノレ
U:::: Aτ ドド
411 

結
婚
式
の
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
な
か
、
地
域
の
名
勝
を
会
場
に
し
た
り
、

昔
な
が
ら
の
風
習
を
生
か
し
た
「
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
が
静
か
な
プ
l

ム
を
呼
ん
で
い
る
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
会
社
に
よ
る
と
、
昨
年
3
月
の
東
日
本
大
震

災
以
降
、
特
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ふ
る
さ
と
で
の
結
婚

式
は
「
自
分
の
ル
l
ツ
」
を
た
ど
り
、
「
自
分
ら
し
き
ゃ
家
族
の
桝
を
見
つ

め
直
す
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
(
秋
山
由
美
子
)

ト
女ビ
ツ
~ 
園
田
園φ

く第三種鱒便物隠可〉

美
し
い
庭
園
を
パ
ッ
ク
に
花
嫁
行

列
が
歩
き
、
大
勢
の
来
園
者
の
祝
福

を
受
け
る
。
今
年
4
月
、
高
松
市
に

H
J

あ
る
国
の
特
別
名
勝
「
栗
林
公
園
」

μ

の
掬
月
亭
で
初
め
て
結
婚
式
と
披
露
ト

宴
が
行
わ
れ
た
。

，

式
を
提
案
し
た
の
は
地
元
の
プ
ラ
}
ア

イ
ダ
ル
会
社
「
フ
ェ
ア
リ
l
・
テ
イ
エ

ル」

。
江
戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ

H
J

た
数
寄
屋
風
書
堕
坦
の
掬
月
亭
は
、

γ

こ
れ
ま
で
茶
席
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

t
〈

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
結
婚
式
の
希
望
支
』

が
以
前
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
・
ス
w

も
あ
り
、
凶
年
が
か
り
で
公
園
を
管

-n

理
す
る
香
川
県
と
交
渉
し
て
き
た
。

-舛 高松

「
栗
林
公
園
で
の
挙
式
を
知
っ
て
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
ふ
る
さ
と
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
同
社
の
藤
田
徳
子
社
長
(
羽
)
。
ふ

る
さ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
は
自
身
の
結

婚
式
が
発
端
だ
っ
た
。
H

ホ
テ
ル
任

せ
μ

に
疑
問
を
感
じ
、
「
生
ま
れ
育

っ
た
環
境
や
自
分
の
ル
ー
ツ
を
伝
え

た
い
」
と
手
作
り
招
待
状
や
ケ
l
キ

で
も
て
な
し
、
友
人
の
結
婚
式
も
地

元
の
良
さ
を
引
き
出
す
演
出
を
し
て

国の特別名勝「栗林公園」での結婚式。新郎新婦を多くの来

園者が祝福した=4月、高松市 (フェアリー・テイル提供)

は
向
こ
う
1
週
間
も
晴
れ
る
日
が
多
い
見
込
み
。

で
こ
の
ほ
か
、
香
川
県
三
豊
富
田
町
、で
お
・

9
度、

島

四

園

地

方

梅

雨

明

け

憾
岡
県
東
か
が
わ
市
引
田
で
は
お
・

7
度
の
今
年
暑
同
を

〉
観
測
し
、
高
松
市
お
・

4
度
、
徳
島
市
白
・

4
度
な

ι円
ど
、
各
地
で
真
夏
日
と
な
っ
た
。

都
H

梅
雨
期
間
の
降
水
量
は
、
高
松
市
3
4
6
・
o、、r

T
司
(
平
年
2
1
8
・
7
、「
)
、
徳
島
市
5
0
9
・
5
♂

1
F
(同
2
3
3
・
0
、乙
と
平
年
を
上
回
っ
た
。

園 フェアリー・テイル平成10年設立。結婚
式やパーティーのプロデユースをはじめ、ウ

エディングドレスのオーダー製作やレンタル・販売、
ウエディンググッズや引き出物などのギフト販売を
手がける。今年4月15日に「栗林公園J C高松市)
で初めての結婚式を実施。高松城や瀬戸内海の島々
での結婚式なと、をプロテ、ユースしている。 Cft087
・863・6685)。

粋
見
つ
め
直
す
絶
好
の
機
会

き
た
。栗
林
公
園
で
の
ひ
と
昧
違
っ
た
式

は
好
評
を
得
て
、

9
月
か
ら
は
月
3

組
ず
つ
の
挙
式
が
可
能
と
な
っ
た
。

6
月
に
は
、
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う

高
松
市
の
高
松
丸
亀
町
商
庖
街
を
、

挙
式
を
済
ま
せ
た
ば
か
り
の
新
郎
新

婦
に
歩
い
て
も
ら
っ
た
。

藤
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
紳
が
復
興

支
援
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
以
降
、
都
会
で
暮
ら
す
カ

ッ
プ
ル
た
ち
で
「
ふ
る
さ
と
」を
意
識

す
る
人
が
増
え
た
と
い
う
。
「
誰
と
一
一

番
つ
な
が
っ
て
い
た
い
か
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
藤

田
さ
ん
。出
身
地
の
香
川
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
墓
尽
在
住
の
カ
ッ
プ
ル
は

「
都
会
の
生
活
は
H

う
た
か
た
μ
。本

。
れ
き
み
ん
講

墓
を
見
直
す
」

3
時
、高
松
市
亀

史
民
俗
資
料
館

(

・4
7
0
7
)
。

あ
る
神
櫛
王
墓
の

解説
。
定
員
制
人
。

〈〉
み
ん
な
集
ま
h

n
i
m日、香川

の
平
賀
源
内
記
念
品

保
護
者
を
対
象
に
、

や
薬
草
せ
っ
廿
ん
叶

業
H

を
守
つ
。
奥

な
ど
の
問
い
合
わ
件

当
の
自
分
の
居
場
所
は
幼
な
じ
み
が

一議

ト

野

外

い
る
ふ
る
さ
と
と
言
っ
て
い
た
こ
と
一

O
香
川
大
学
公
園

も
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

一育
て
よ
う
!
観
察
ト

-、

u日
の
午
後
1

全
国
的
に
も
ふ
る
さ
と
ウ
エ
デ
ィ

一香
川
県
三
木
町
の
乗

ン
グ
は
注
目
を
集
め
て
お
り
、
プ
ラ

一近
な
材
料
で
微
生
蜘

イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・一る
。
小学
3
1
6伊

一大
。
受
講
料
2
千田

の
桂
由
美
さ
ん
も
長
く
取
り
組
ん
で

一日
ま
で
。
同
大
生
臣

い
る
。
桂
さ
ん
は
、
震
災
で
結
婚
式

一
ンタ
|
(8
0
8守

を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
↑
件
被
災
地
の
力

一7
3
)
。

一
O
キ
ッ
ズ
ワ
l
h

ッ
プ
ル
を
支
援
し
て
昨
年
7
月
に
合

一日
i
u
目
、
高松市

同
結
婚
式
を
開
催
。
そ
の
際
、
福
島

一立
ミ
ュ
!
ジ
ア
ム
。

県
い
わ
き
市
の
カ
ッ
プ
ル
ま
「
震
災

一午
後
1
時
半
か
ら
E

-

一す
る
「
き
ょ
ろ
き

で
思
い
や
り
ゃ
助
け
合
う
こ
と
の
大

一ぐ」

。
各
回
小
・
由

切
さ
を
実
感
し
た
。
い
つ
か
故
郷
ヘ

一マ
ロ
日
午
前
四
時
L

一昔
の
人
の
暮
ら
し
志

戻
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
共
に
助
け
合

一ア
ム
れ
き
し
た
ん
叶

っ
て
生
き
て
い
く
」
と
永
遠
の
愛
を

一小
・
中
学
生
加
入
、

奮
っ
た
と
い
う
。

一

9
時
半
か
ら
「
堂
一

一
し
よ
う
」

。
小
学

「
ふ
き
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
が
家
一
人
、
無
料
マ
皇

族
や
身
近
な
人
た
ち
と
の
紳
、
地
域
一
理
を
通
じ
て
知
る
齢

の
風
習
を
見
直
す
き
っ
か
7
に
な
る

一生時人、

1
0
0田

l

一込
み
は
往
復
は
が
き

と
思
う
」
と
、
桂
さ
ん
が
会
長
を
務

一い
合
わ
せ
は
学
芸
哩

め
る
N
P
O法
人
「
全
日
本
ブ
ラ
イ

一2
2
・0
2
4
7
)

ダ
ル
協
会
」
。
藤
田
さ
ん
ま
「
花
嫁

一

O
あ
い
ぽ
ー
と
E

ー

一日
午
後
1
時
半
i
q

さ
ん
の
姿
を
見
る
だ
け
で
、
子
供
た

一洲
の
神
洲
マ
リ
ン
々

ち
ゃ
周
囲
の
人
た
ち
は
幸
せ
な
気
分

一
・
県
民
活
動
プ
ラ
ザ

に
な
れ
る
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で

一0
8
8
・6
6
4
・

一
阪
人
権
博
物
館
の

花
嫁
さ
ん
を
見
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

.
「焼
肉
・
ホ
ル
モ
ソ

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

アン
」
の
演
題
で
譜


